




���



���



 

 

 

 

���



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

���



���



���



 

���



���



���



����



����



����



����



Free air 1  
 

 

 

 

 

 

 

����



����



12 月 11 日（金） 
 

 

13:00～13:48  第２会場    
核医学 

 
座長 犬伏 正幸（川崎医科大学 放射線医学（核医学）） 

 

 

５２． 腹腔シンチグラフィを施行した難治性胸水の 1 例 

 

○新井 悠太１）、新家 崇義１）、音見 暢一１）、苛原 早保１）、大友 真姫１）、寺澤 かおり１）、 

久保 典子１）、原田 雅史１）、村上 太一 ２）、土井 俊夫２）、大塚 秀樹３）、河北 直也 4）、 
丹黒 章 4） 

徳島大学病院 放射線診断科１）、同 腎臓内科２）、 

徳島大学大学院医歯薬学研究部 画像医学・核医学３）、 
同 胸部・内分泌・腫瘍外科学分野４） 

 
 
５３． 高安動脈炎の肺血流 SPECT/CT、F-18-FDG PET/CT 像の有用性 

   

〇菅 一能１）、河上 康彦１）、清水 文め１）、岡田 宗正２）、松永 尚文２） 

 セントヒル病院 放射線科１）、山口大学医学部 放射線科２） 

 

 

５４． アンモニア PET による虚血性心疾患の治療効果の検討 

 

○川口 直人、石川 浩史、宮内 笑麗、松木 弘量、菊池 隆徳、井上 武、三木 均 

愛媛県立中央病院 放射線科 

 

 

５５． 18F-FDG PET/CT が診断に有用であった多発腫瘤型筋サルコイドーシスの一例 

 

○岩佐 瞳 1)、村田 和子 1)、田村 泰治 1)、田所 導子 1)、宮武 加苗 1)、西森 美貴 1)、川崎 元敬 2) 、 

井口 みつこ 3)、弘井 誠 3)、山上 卓士 1) 

高知大学医学部 放射線科 1)、同 整形外科 2)、同 病理診断部 3) 

 

 

５６． FDG PET/CT で集積を認めた感染性大動脈瘤の 1 例 

 

○三田村 克哉、則兼 敬志、田中 賢一、奥田 花江、福田 有子、室田 真希子、小野 優子、 

山本 由佳、西山 佳宏 

香川大学医学部 放射線医学講座 

 
 
５７． 乳腺悪性リンパ腫 5 例の FDG-PET/CT 所見 

 

○近藤 みほこ 1)、音見 暢一２)、大塚 秀樹３)、新家 崇義２)、苛原 早保２)、寺澤 かおり２)、 

久保 典子２)、原田 雅史２) 

徳島大学病院卒後臨床研修センター1)、同 放射線診断科２)、 

徳島大学大学院医歯薬学研究部 画像医学・核医学分野３) 
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13:00～13:48  第２会場    
核医学 

 
座長 犬伏 正幸（川崎医科大学 放射線医学（核医学）） 

 

 

５２． 腹腔シンチグラフィを施行した難治性胸水の 1 例 

 

○新井 悠太１）、新家 崇義１）、音見 暢一１）、苛原 早保１）、大友 真姫１）、寺澤 かおり１）、 

久保 典子１）、原田 雅史１）、村上 太一 ２）、土井 俊夫２）、大塚 秀樹３）、河北 直也４）、 
丹黒 章４） 

徳島大学病院 放射線診断科１）、同 腎臓内科２）、 

徳島大学大学院医歯薬学研究部 画像医学・核医学３）、同 胸部・内分泌・腫瘍外科学分野４） 

 

症例は 82 歳男性, 慢性腎炎, 肝硬変で通院中, 難治性の右胸水と腹水があり, 胸腔ドレナージにて腹水の減

少を認めた。腹腔と右胸腔の交通が疑われ, 腹腔シンチ(SPECT/CT)が施行された。腹腔内から右胸腔への

tracer の移行が確認され, 右横隔膜での交通が示唆され, 術中にも確認された。その後難治性胸水の改善を認

めた。腹腔シンチが難治性胸水の治療方針決定に有用であった 1 例を経験したので, 文献的考察を加え, 報告

する。 
 
 
 

５３． 高安動脈炎の肺血流 SPECT/CT、F-18-FDG PET/CT 像の有用性 

   

〇菅 一能１）、河上 康彦１）、清水 文め１）、岡田 宗正２）、松永 尚文２） 

 セントヒル病院 放射線科１）、山口大学医学部 放射線科２） 

 

高安動脈炎は大動脈とその主要分枝や肺動脈などに狭窄や拡張病変をきたす非特異性炎症性疾患で臨床症

状や臨床検査所見は非特異的な例も多く画像診断の果たす役割は大きい。本症 14 例の肺血流 SPECT/CT 融

合像と 12 例の FDG PET/CT 像を検討し診断の有用性を検討した。肺血流 SPECT/CT 像では、肺動脈や肺野

に異常所見の無い例でも血流障害を高率に認め肺動脈血流欠損域に一致して見られる肺野 CT 低吸収域も認

めた。FDG PET/CT 像では不明熱、体重減少などで悪性病変が疑われたが本画像を契機に高安動脈炎が診断

された例があった。CRP 持続陽性例や経過観察で再燃例では動脈壁に FDG 集積亢進部を認めたが、CRP 陰性

例では集積は乏しく活動性を反映していた。肺動脈集積例は２例で少ないが融合像は検出に有用であった。 

本症の診断や活動性評価に両画像の有用は高い。 
 

 

 

５４． アンモニア PET による虚血性心疾患の治療効果の検討 

 

○川口 直人、石川 浩史、宮内 笑麗、松木 弘量、菊池 隆徳、井上 武、三木 均 

愛媛県立中央病院 放射線科 

 

アンモニア PET では心筋血流量の定量が可能であり、負荷と安静像を撮像することで冠血流予備能比（CFR）を

算出し、心筋虚血評価に有用とされている。経皮的冠動脈形成術（PCI）の治療前後にアンモニア PET が施行さ

れた４症例（70−78 歳、男性４）について治療効果を検討した。1 枝病変が 2 例、左冠動脈主幹部を含む多枝病

変が 1 例、3 枝病変が１例で、術前に 8 領域に虚血を認め、そのうち 6 領域に PCI が施行された。治療された全６

領域に治療前後で有意な血流改善を認めた（CFR 平均：1.57±0.54 →2.64±0.88）。PET による心筋血流定量

評価では多枝病変を含む虚血性心疾患の治療効果の判定に有用であった。 ����
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次世代の放射線治療へ！
VarianのTrueBeamが実現します。

TrueBeam は、フルデジタル化により、
高速な制御と直感的な操作性を実現。
また、多段 X 線エネルギー、高線量率
X 線モードは、柔軟かつ多様な治療計
画を可能にし、大幅に治療のスループッ
トを向上させ、患者様へ貢献します。

新しい治療技術の開発にも対応出来る、
比類なき TrueBeam の新技術は、明日
の放射線治療を担います。

TrueBeam
リニアアクセラレーター

株式会社 バリアン メディカル システムズ    販売本部

〒 103-0026 東京都中央区日本橋兜町 5-1          TEL：(03) 4486-5010  FAX：(03) 4486-5009

医療機器承認番号 TrueBeam 医療用リニアック：22300BZX00265000
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         TEL 088-880-0666 FAX:088-880-0668
/ / / / /
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※事前に必ず添付文書を読み、本製品の使用目的、禁忌・禁止、警告、使用上の注意等を守り、使用方法に従って正しくご使用ください。本製品の添付文書は、弊社WEBサイト及び独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）の
　医薬品医療機器情報提供ホームページでも閲覧できます。　
※製品の仕様・形状等は、改良等の理由により予告なく変更する場合もございますので、あらかじめご了承ください。
※Bard、バード、PowerPort、パワーポートは、C. R. Bard社の登録商標です。

製造販売業者 本社　大阪市中央区平野町2丁目5－8
　　　☎06（6203）6541㈹  

Device with New Concept for the PatientDevice with New Concept for the Patient

- CECT
- Blood withdrawal
- Chemotherapy

“All in One” port

販　売　名：パワーポートMRI isp
承 認 番 号：22200BZX00885000
クラス分類：[4]高度管理医療機器
一般的名称：長期的使用注入用植込みポート

製造販売業者 

本社／〒486-0808　愛知県春日井市田楽町字更屋敷1485番地　TEL 0568-81-7954 FAX 0568-81-7785

3Fr システム、トリアキシャルシステム対応

併用塞栓物質の選択肢の幅を広げるセレクティブタイプ

カーネリアン ER をベースにしたハイフロータイプ

販売名：TMPマイクロカテーテル　承認番号：21600BZZ00094000
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